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発　刊　に　際　し　て

　令和６（2024）年版門真市統計書をここに刊行いたします。

　本書は産業、教育、福祉、文化、行政など幅広い分野にわたり、加えて人口等の基

本的な統計データを総合的に収録することにより、本市の現状や課題をよりよく理解

していただくための一助にと刊行しました。

　情報化社会の進展とともに統計の重要性についても一段と高まっています。本書に

おきましても社会の統計需要を考慮し、より一層の掲載資料の整備、充実に努めてま

いりたいと思いますので、今後ともに変わらぬご指導、ご協力をよろしくお願いいた

します。

　なお、本書の編集にあたりまして、ご協力、または貴重な資料等をご提供いただき

ました関係各位の皆様方に厚くお礼申し上げます。

　令和８年１月

門真市長　　宮　本　　一　孝



凡　例

１．　本書は、本市の市政全般にわたり、基本的な統計資料を総合的に収録した

　　ものである。

２．　収録資料は、主に令和５年次または令和５年度にかかるものとし、参考のため

　　過年分を付記することとしたが、資料の関係から、この原則がつらぬかれて

　　いない場合がある。なお、年次は暦年間（１月～12月）、年度は会計年度間

　　（４月～翌年３月）のことである。

３．　資料は官公庁、庁内部課ならびに民間団体などの提供、報告によるもの、

　　または担当において直接収集したものである。

４．　資料の出所名については各表の下部に付記した。

５．　各表の一般的な説明は頭注に、表中の数値の単位については原則として

　　各表の上部に注記したが、項目ごとに異なるものは表中に掲げ一見して

　　明らかなものは省略した。なお計数単位はメートル法に統一してある。

６．　数字の単位未満は四捨五入を原則とした。したがって総数が内訳の合計

　　と一致しないことがある。

７．　地区別区分については、統計上必要な区分で区切った。

８．　統計表中の符号の用法は、次のとおりである。

　　　　　０ ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 単位未満

　　　　　‐ ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 皆無

　　　　△　－ ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 減少または負数

　　　　　… ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 資料なしまたは不詳、不明

　　　　　ｘ ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 発表に差し支えがあるもの

　　　　　〃 ⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯ 上に同じ

９．　本書に収録した資料について疑義、あるいはさらに詳細な資料が必要な

　　ときは、各表脚注にある資料出所先、または本市総務部総務課に照会

　　されたい。



周囲は、大阪市、守口市、寝屋川市、大東市と隣接している。

治22年の町村制実施により門真村が編制された。

発足した。

減少傾向にあり、令和２年の国勢調査では119,764人であった。

モノレールと地下鉄が走り、また主要道路

には京阪・近鉄のバス網がある。

幹線道路としては、市内の中央部を国道

163号（大阪上野線）が東西に横断し、西部を

縦断する近畿自動車道や主要地方道大阪

中央環状線などがあり、また南部の東西には

国道１号および第二京阪道路が開通し、本市

の産業発展に大きな役割を果たしている。

東に飯盛、生駒の連山を眺め、またかつては西方遥かに大阪城を望むことができた。本市付近に

沿　革　・　地　勢

が東西に走り、市内に西三荘・門真市・古川橋・大和田・萱島の各駅があり、さらに平成９年から大阪

地帯の中軸としての地位を占めるに至った。また市民の通勤・通学の足としては市の北部を京阪電車

が、昭和40年前後以降の急激な住宅開発により、農業地帯から住宅産業都市に移行し今や東大阪工業

従来、本市は豊かな河内の穀倉地帯で、その名を広く知られる河内蓮根は本市の特産物であった

を示し、昭和50年の国勢調査では過去最多の143,238人を記録した。その後の人口は横ばいとなり近年は

当時、人口は驚異的な伸びを示し、昭和40年10月の国勢調査では国内でも突出した増加率（178.2％）

口66,582人をもって単独市制を実施し、大阪府内では27番目、全国において556番目の都市として

本市は大阪府の東北部に位置し、東西4.9km、南北4.3km、面積は12.30ｋ㎡で標高は低く平坦地で

の三村を編入合併して新しい門真町が誕生した。以来人口は年々著しく増加し、昭和38年８月１日人

昭和14年町制を布き、同31年９月30日町村合併促進法により、当時の大和田村、四宮村、二島村

天領地となり、明治維新後は河内県に属した。のち河内県は堺県を経て明治14年に大阪府となり、明

として、南北朝・室町時代には河内17ヵ所の一つの拠点としての地位を占め、江戸時代に入ると主に

人々が住みついたのは弥生時代と考えられ、その後奈良・平安時代には難波と大和・京を結ぶ主要地



門真市全図（令和６年４月）
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　　　　　　　　　　 （昭和38年10月１日制定）

　　　　門真市の三つの文字を組み合わせて

　　　図案化したもので、本市の発展を象徴

　　　するとともに飛び立たんとする鳥を表

　　　しています。

　　　

（昭和48年10月１日制定）

　　わたくしたち門真市民は、恒久の平和を求め、自由と平等を愛し、伸びゆく門真市を支える市民

　であることに自覚と誇りをもちます。

　　そして、わたくしたちは、人間の尊厳と住民の自治を重んじ、互いの信頼と協力で結ばれた、明

　るく豊かな住みよいまちをつくるため、市民の総意でこの憲章を定めます。

　　１．わたくしたちは、美しい緑を愛し、公害や災害のない、健康で文化的な生活が営める清潔な

　　　環境をつくります。

　　１．わたくしたちは、若い力を育て、老人を敬愛し、心身障害者(児)をはげまし、互いに助け合

　　　って市民福祉をすすめます。

　　１．わたくしたちは、郷土の伝統を知り、文化財を守り、教養を高めて新しい文化をつくります。

　　１．わたくしたちは、働くことによろこびと誇りをもち、希望にみちた健全な家庭をきずきます。

　　１．わたくしたちは、市政に深い関心をもち、批判と協力を惜しまず積極的に参加します。

交 通 安 全 都 市 宣 言 昭和37年３月17日決議

非 核 平 和 都 市 宣 言 昭和58年10月４日決議

暴 力 排 除 都 市 宣 言 昭和61年９月29日決議

人 権 擁 護 都 市 宣 言 平成５年12月21日決議

門　真　市　章　　

門 真 市 民 憲 章

都　市　宣　言



市民に親しまれています。 す。

　　　
(昭和48年10月１日選定) (昭和48年10月１日選定)

門真の民話「おすまさんと笑い猫」に登場す

る猫で、「ガラガラ」笑って手招きをして客

を呼び、店の福猫として評判でした。物語の

中に登場するガラスケ人形は、招き猫の元祖

と言われています。

(平成24年８月１日選定)

　(昭和39年10月１日制定)
　作詞：安西冬衛 
　作曲：大阪音楽大学　飯田正紀

１ 　２ ３

眉に朗ら 生駒連山 　道は新た 一路京阪 風に燦ら つばさのしるし

朝に仰ぐ わが市門真 　世界に通う わが市門真 宇宙をひらく わが市門真

自立の精神 われらは興す 　立市の産業 われらは勢う 無限の発展 われらはめざす

千年福祉の平和の都 　生産文化の世紀の都 永遠飛躍の希望の都

おお 門真 　おお 門真 おお 門真

おお 大門真 　おお 大門真 おお 大門真

いのち幸あれ 　ひかり栄あれ ゆくて明日あれ

とわに とわに とわに 　とわに とわに とわに とわに とわに とわに

※ 市ホームページで視聴可能

市のイメージキャラクター

ガラスケ

門　真　市　歌

さつきは古来より日本に原生し、春には暖か

ど各所でその雄姿を見ることができ、広く

さ れ る ク ス ノ キ は 、 市 内 の 神 社 仏 閣 な

「薫蓋 (くんがい )クス」 (薫蓋樟 )に代表

れた樹齢1000年といわれる三島神社の

ます。昭和13年、国の天然記念物に指定さ

門真市内には、たくさんのクスノキがあり

さつき

市の花

楠(くすのき)

市の木

民一人ひとりの協力と連帯感を象徴していま

を 、 ま た そ の 寄 り 添 い 咲 く 美 し さ は 、 市

改良は、市民一人ひとりの創意、工夫、努力

時 代 か ら 長 年 に わ た っ て 、 行 わ れ た 品 種

い陽光を浴びかわいい花を咲かせます。江戸



中塚種夫
(なかつか たねお)

明治30年、門真村生まれ。

同志社大学法学部を卒業後、27歳で門真村

助役に就任。大 阪府 議会 議員 、門 真村 長・

町長を歴任し、昭和38年８月市制施行によって

初代門真市長に就任。

海外２都市と姉妹提携を結び、全国に例を見

「経営の神様」と呼ばれました。 ない官民一体の高層建築「門真プラザ」の建

築にも着手。常に新しい視点から門真の発展

とアピールに努めました。

昭和48年、二人目の名誉市民に推挙されま

れました。 した。

　平成元年没。 　昭和61年没。

オランダ　アイントホーフェン市
昭和41年５月27日議決、昭和42年９月６日締結

斡旋に努力された結果、両市の提携に賛意が示された。
　なお、本提携は日蘭両国間で最初の姉妹都市提携である。

ブラジル　サン・ジョゼ・ドス・カンポス市
昭和48年３月９日議決、昭和48年４月13日締結

深めることは意義深いものと考え、提携の運びとなった。
　末広町にあるサン・ジョゼ広場は、当市との交流を記念して作られたものである。

兵庫県美方郡　香美町
平成17年３月28日議決、平成17年７月30日宣言

があり、継続するに至った。

明治27年、現和歌山市生まれ。

(まつした こうのすけ)
松下幸之助

門真市名誉市民

姉　妹　都　市

昭和39年、門真市で初の名誉市民に推挙さ

して国内外に多大な影響を与えました。

幅広い社会活動も行い、企業家・文化人と

度 重 な る 危 機 を 斬 新 な 経 営 で 乗 り 越 え

つくり事業を拡大。

所」を設立。昭和８年に門真に本社や工場を

ッ ク ( 株 ) の 前 身 で あ る 「 松 下 電 気 器 具 製 作

大正７年、大阪市福島区で現在のパナソニ

ふさわしいとの意見で一致した。その後、松下会長とフィリップス社社長の両氏がその
と同様に電器産業の町といわれており、性格的に相通ずるものがあるので、姉妹都市に
ーフェン市は同社が以前より技術提携をしているフィリップス社のある都市であり、本市
当時の会長松下幸之助氏と外国都市との姉妹提携について話し合ったところ、アイントホ

昭和41年１月、当時の中塚市長が松下電器産業株式会社（現パナソニック株式会社）の

日系人が大正後期より移住し、古くからの交流もあり、今後さらに相互交流を図り友好を
同社副支配人を通じて、門真市と姉妹都市提携を結びたいとの申し出があった。同市には

昭和47年10月、ブラジル松下電器が所在する同市の日本人会会長並びに市議会議員より、

より香美町が誕生したが、当時の村岡町長 岩槻健氏から姉妹都市提携を希望する申し出
間交流を活発に継続してきた。平成17年４月１日、村岡町、香住町、美方町の対等合併に
地方自治行政の進展に寄与することを目的に姉妹都市提携を結び、市民活動を中心に30年

昭和50年３月28日、超過密都市門真市と過疎の町兵庫県美方郡村岡町が、互いに補い合い



1.8 人 1.7 人 4.5 人 1.4 件

0.6 件 15.2 人 14.6 人 13.8 万人

3.4 万㎥ 0.13 台 13.8 kl 107.9 t

27.8 件 1 件 万円 万円

1件 1.0 件 854 冊 1.4 ㎡

3.8 件1日に

1日に 市民1人に

犯　　罪

1日に

公 害 苦 情(※) 交 通 事 故 図書館貸出冊数(※) 公　  園

14.6日に 1日に18億7,518

1日に

1日に8億8,915

7.1日に

1日に 1世帯に 1日に 1日に

救 急 出 動 商業・販売額 製造品出荷額等火　　災

1日に 1日に 1日に 1日に

水道給水量(※) 加 入 電 話(※) し　　尿(※) ごみ処理(※)

1世帯当り 1日に 1日に 1日に

離　　婚 転　　入 転　　出 私鉄利用客

市　民　の　暮　ら　し

令和５年（2023年）
（※については令和５年度）

世　　帯 出　　生 死　　亡 婚　　姻


